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六月安保決戦の圧倒

沖
繩
専
一
闘
争
○
垂
大
な
革
命
的
意
我

が
鮮
明
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
○
で
あ
る

　
わ
れ
わ
れ
は
、
冲
妬
堪
這
、
安
保
粉

砕
・
日
帝
打
倒
○
総
路
緬
に
た
い
す
る

不
動
○
政
信
を
さ
ら
に
打
ち
記
心
め
、

四
生
八
月
闘
争
に
断
固
と
し
て
そ
れ
を

貫
貳
し
て
い
く
た
め
に
、
少
’
．
な
く
と
も

次
の
三
点
を
則
提
的
に
府
政
認
し
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
米
声
明
把
挺
の

核
心
点
は
な
に
か

消
一
に
、
わ
れ
わ
れ
が
日
矢
ハ
同
声

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
帝
同
心
霖

０
危
‐
Ｍ
と
は
、
戦
後
世
好
体
副
○
根
底

的
動
揺
と
、
戦
後
日
本
帝
国
主
肩
趾

史
的
没
落
に
．
別
宅
さ
れ
た
、
宿
命
的
な

ら
○
で
あ
る
。
則
二
次
天
位
で
ア
メ
リ

．
カ
帝
国
主
．
心
に
完
敗
し
、
そ
れ
ば
か
り

か
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旧
植
民
地
交
配
体

制
ｏ
瓦
解
を
到
い
て
し
．
兄
だ
日
本
帝

凶
七
言
は
ち
は
や
い
か
な
る
意
味
で
も

感
朋
型
へ
○
回
帰
が
不
可
能
な
歴
史
的

没
落
○
位
誠
に
立
だ
・
び
れ
て
い
る
○
で

あ
り
、
だ
か
ら
以
後
日
本
帝
国
陽
一
は

ヤ
ル
タ
体
制
○
も
と
で
○
″
ア
メ
リ
カ

ば
か
り
か
、
こ
と
私
）
あ
ろ
う
に
日
本
帝

国
主
四
は
、
そ
り
激
動
に
さ
か
ら
っ
て

道
化
ｙ
工
誤
製
品
輸
出
○
た
め
の
光
辿

国
市
Ｊ
（
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
市
稲
）
と

資
本
投
下
、
原
材
料
資
源
損
得
○
た
め

○
ア
ジ
ア
市
扁
と
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
な
し
に
は
、
そ
○
経
済
成
長
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
栄
曽
有

０
存
立
○
危
價
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独

力
で
そ
れ
を
ま
き
か
え
せ
る
よ
う
な
経

済
的
、
軍
事
的
、
政
治
的
力
量
は
、
戦

後
過
程
○
特
質
か
ら
し
て
日
本
帝
国
主

-

に
そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
０
侵
略
的
国

民
合
意
の
形
成
と
強
権
的
政
治
支
配
体

制
○
確
立
に
曾
手
し
て
い
く
以
外
に
は

な
い
。
そ
れ
が
日
米
共
同
声
明
の
道
で

あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
決
し
て
日
本
帝

国
主
我
の
発
展
を
約
束
す
る
も
○
で
は

な
く
、
反
対
に
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

と
ア
ジ
ア
○
危
似
に
ま
す
ま
す
自
己
を

一
体
化
さ
せ
、
侵
略
と
反
動
の
あ
が
き

の
も
と
で
日
本
と
ア
ジ
ア
の
人
長
を
い

っ
そ
う
打
ち
鮫
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

み
ず
か
ら
破
滅
○
泥
沼
を
招
栄
し
て
い

く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

只
全
竣
ｒ

　
八
日
○
駐
カ
ン
ポ
ジ
ア
・
南
ベ
ト
ナ

ム
華
命
臨
時
政
府
、
北
ベ
ト
ナ
ム
大
使

の
焼
き
打
ち
、
十
八
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議
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で
○
シ
ア

ヌ
ー
ク
国
家
元
首
の
齢
任
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
領
内
か
ら
の
解
放
戦
線
、
北
ベ
ト

カ

ン

J,゛
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ム
章
○
涙
心
を
口
ー
氾
し
た
カ
ン
ポ

ジ
ア
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
辰
略
戦
争
へ
の
介

入
の
合
図
と
な
っ
潟
今
回
の
ク
ー
デ

タ
ー
が
、
昨
年
来
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ
の

「
援
助
」
増
大
に
つ
り
込
ん
だ
米
帝
Ｏ

手
で
囚

の
で
あ

二
十
一

に
よ
ろ

て
い
芯

�
ア
ジ
ア
侵
略
へ
の
道
＝
日
米
共
同
声
明
粉
砕
／

　
☆
沖
縄
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム
＝
ア
ジ
ア
侵
略
を
た
だ
ち
に
や
め
さ
せ
ろ
／

　
☆
沖
純
一
本
土
の
日
米
軍
事
基
地
を
撤
去
せ
よ
／

　
☆
ア
ジ
ア
侵
略
の
た
め
の
自
衛
隊
増
強
粉
砕
／
　
自
衛
隊
を
解
体
せ
よ
／

　
☆
日
米
共
同
声
割
に
も
と
づ
く
帝
国
主
義
の
沖
縄
政
策
と
対
決
し
、
沖
縄
「
返
還
」
準
備
過
程

　
　
の
反
人
民
的
展
開
を
徹
底
的
に
粉
砕
せ
よ
／

　
☆
全
軍
労
の
不
当
解
雇
絶
対
反
対
／

�
沖
縄
奪
還
、
安
保
粉
砕
・
日
帝
打
倒
／

■
日
帝
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
危
機
を
内
乱
に
転
化
せ
よ
／
・

�
ア
ジ
ア
を
反
帝
・
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
世
界
革
命
の
根
拠
地
と

　
せ
よ
７
・

■
日
本
革
命
に
勝
利
す
る
党
を
建
設
せ
よ
／
・

一
、
日

二
、
場

三
八
主

催所時

四
ご
参
加
資
格
’
全

　
　
式
代
表
で
発
言
権

　
‘
公
権
の
み
有
す
る

　
　
代
議
貝
お
よ
び
評

五
、
参
加
費
用
代

六
、
議
’
題
○
替

七
、
資
格
審
査
主
・
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蓼

大
会
で
被
告
奪
還
を
決
議

政
労
協
日
共
を
粉
砕
し
満
場
一
致

　
三
月
二
目
、
三
百
石
の
組
合
口
を
擁

害
心
政
労
協
第
二
十
三
回
臨
時
大
会
が

開
か
れ
、
十
、
十
一
川
闘
争
（
十
二
・

一
四
を
・
言
ひ
）
政
労
協
叔
白
図
回
礼
○

即
吟
釈
放
資
ふ
決
議
が
副
詞
一
致
で
採

択
さ
れ
、
ず
京
辿
政
所
ｎ
代
行
仙
田
紙

捻
に
虻
出
さ
れ
た
。

　
政
労
協
は
、
十
一
月
決
戦
（
十
二
・

一
回
を
含
む
）
を
短
先
顕
に
な
っ
て
闘

い
、
そ
○
結
果
、
四
単
組
（
�
昌
男
、

目
性
労
、
海
広
労
、
理
研
男
）
の
う
’
ち

七
谷
が
不
昌
逮
抽
さ
れ
、
そ
の
う
ち
Ｎ
】

名
が
起
訴
さ
れ
た
。
四
谷
と
は
、
松
橋

朝
岡
（
1
0
・
2
1
、
首
高
労
申
婉
組
織
部

長
、
小
菅
）
、
山
川
穴
樹
（
1
0
・
引
］
、

聯
四
労
三
隅
Ｘ
部
執
行
委
抑
、
小
竹
）
ｊ

ト

’

ー

三菱電機

一一一一一一

鈴
木
健
一
（
1
0
・
2
1
、
往
宍
白
労
組

府
中
）
、
吉
田
ｋ
（
1
2
・
1
4
、
石
高
労

申
抗
戦
宣
部
長
、
中
野
）
○
各
氏
で
あ

る
。
な
お
、
団
長
は
松
橋
氏
て
あ
妬
。

　
こ
句
臨
時
大
会
は
、
政
労
協
に
結
集

す
る
三
万
名
○
労
働
者
が
、
七
〇
年
‐
４

岡
と
六
月
安
保
決
戦
を
と
う
圖
う
か
の

闘
争
万
針
を
決
め
る
痢
要
な
大
会
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
○
大
会
に
妬

染
し
た
労
勧
者
が
昨
年
り
十
一
川
決
戦

と
そ
の
・
貫
重
な
財
産
で
あ
る
政
労
協
被

沿
団
に
対
し
、
い
か
な
る
国
腿
を
と
る

の
か
が
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い

た
。

　
決
議
ド
目
高
労
よ
り
見
出
さ
れ
、
証

案
が
修
正
さ
れ
た
う
え
で
、
詞
ビ
汝

採
ぢ
侃
た
。
け
尚
労
は
ー
昨
年
か
ら

ビ
刀
闘
争
蛍
袖
に
、
公
団
に
刈
し
、
万

別
分
所
以
金
（
織
務
い
）
反
対
闘
争
を

奴
烈
に
臼
い
続
け
、
す
で
に
失
禁
体

と
し
て
、
東
京
辿
故
に
即
時
釈
放
を
公

示
す
る
へ
雪
消
拍
目
引
、
飽
業
処
分
粉

砕
な
と
り
引
証
付
け
・
款
援
闘
争
を
収

り
組
む
こ
ー
京
浜
元
し
て
お
り
、
こ
ｏ

目
‥
も
大
会
を
り
ー
ド
し
た
。

　
過
大
十
数
年
削
、
貸
上
げ
は
人
ぷ
睨

知
に
現
制
さ
れ
、
公
務
雫
尚
し
く

卸
圧
ご
れ
て
獄
心
政
労
崩
は
、
人
勧
規

制
に
象
徴
さ
れ
る
一
八
的
押
し
つ
け
○

労
胎
条
ぷ
‥
粉
砕
・
労
山
県
水
脈
剪
週
○

闘
い
を
枕
詞
で
展
開
し
て
き
た
が
、
昨

年
か
ら
春
闘
で
も
紅
府
特
権
官
僚
と
バ

決
す
る
方
針
を
と
っ
て
言
た
。

　
そ
し
て
、
こ
○
よ
う
な
闘
い
白
交
え

た
○
は
、
い
つ
ぶ
て
ち
な
く
政
男
反

収
に
砧
染
す
る
反
収
阪
労
向
べ
万
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
λ
、
こ
い
反
縦
組
刀
皿
‐
１

か
、
十
一
月
炭
坑
に
決
起
し
て
い
っ
た

と
き
、
田
家
核
力
は
、
十
・
二
ー
、
十

二
・
｝
四
回
争
で
七
包
白
摂
州
し
、
う

ら
凹
翁
を
起
訴
し
、
階
図
○
宇
厭
に
今

な
お
旧
し
こ
的
で
い
ろ
り
で
い
る
。
こ

○
四
名
り
絨
害
回
し
、
㈲
吊
床
か
ら

順
応
労
を
中
心
に
し
た
・
以
労
溺
叙
大
会

が
組
織
さ
れ
、
他
方
万
口
、
目
じ
句
、

日
高
男
に
お
い
て
守
る
公
が
砧
成
さ
机

る
な
と
、
被
告
句
返
○
闘
い
か
、
目
々

犬
衆
的
に
取
り
が
殺
万
い
だ
。

　
昨
年
十
一
月
○
政
男
高
評
議
図
会
で

十
・
二
ー
不
当
逮
捕
当
の
即
時
釈
放
守

○
・
要
求
に
対
し
、
日
八
八
ス
タ
ー
リ
ニ
ス

ト
は
、
田
家
桜
力
と
．
Ｊ
っ
た
く
同
し
ー
白

図
を
も
っ
て
反
戦
昌
男
白
老
に
敵
対
し

目
共
○
本
質
を
返
戻
々
に
腿
露
し
・
に
。

そ
○
た
め
、
昨
年
段
階
で
は
、
十
万
早

船
比
鴇
で
処
分
粉
砕
闘
争
を
お
こ
な
い

所
以
労
は
そ
○
な
か
で
年
永
年
始
ス
ト

を
う
ち
ぬ
い
た
。
今
回
○
決
議
採
択
は

こ
り
よ
う
な
日
八
八
の
反
ボ
命
を
も
ｋ
砕

し
て
、
か
ち
と
ら
れ
た
○
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
政
労
反
戦
は
、
こ
○
成
型

の
う
え
に
た
っ
て
獄
中
被
告
奪
還
を
文

字
と
お
り
図
図
し
、
バ
リ
ケ
ー
ド
奇
習

か
庖
八
月
に
う
っ
て
で
よ
う
と
し
て
い

る
り
だ
。

：

：

：

１

度
と
、
四
・
二
八
冲
祠
闘
争
を
突
破
口

と
す
る
六
月
安
保
決
戦
へ
の
予
防
反
革

命
と
、
転
回
を
の
み
咄
制
し
闘
い
と
人

を
歴
史
か
ら
休
吸
せ
ん
と
す
る
巴
え
す

い
た
企
み
を
争
闘
開
花
し
た
実
用
的
良

明
拘
ｙ
と
に
拍
せ
ず
、
良
則
勾
留
粉
砕

・
即
時
釈
放
漫
将
、
分
離
粉
砕
・
統
一

公
判
良
将
・
ｍ
一
審
公
刊
折
節
の
革
命

的
獄
中
・
公
判
闘
争
そ
挺
銀
し
て
い
る

　
わ
れ
わ
れ
政
男
反
戦
は
、
人
民
が
生

き
る
た
め
に
、
今
こ
そ
幄
力
が
死
な
ね

ば
な
ら
な
い
時
代
へ
の
突
入
に
あ
っ
て

一
‐
９
○
穀
雨
辿
に
位
置
す
る
自
獄
と
頁

庄
に
お
い
て
、
騒
乱
罪
や
破
訴
法
の
と

う
陶
に
旧
す
る
こ
と
な
く
、
空
々
と
自

已
に
ひ
き
つ
け
、
内
乱
で
叩
き
つ
ぶ
す

こ
と
を
明
確
に
気
権
力
○
暴
圧
と
不

屈
に
闘
っ
て
い
る
政
告
・
団
を
光
順
に
闘

う
も
○
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
攻
労
Ｓ
Ｏ
戟
闘
的
労

励
辿
勁
を
あ
ら
ゆ
る
波
浪
工
作
か
ら
防

循
し
、
死
面
さ
せ
る
と
共
に
、
空
論
的

な
大
口
壮
語
や
人
為
的
組
織
い
じ
り
で

は
な
く
、
レ
ー
ニ
ン
主
我
的
示
命
的
敗

北
上
八
で
武
装
さ
れ
た
生
々
と
し
た
反

戦
べ
よ
り
一
副
題
に
構
築
硲
内

乱
的
死
闘
の
時
代
を
闘
い
扱
く
つ
も
り

で
あ
る
。
’

　
政
労
溺
０
労
鯛
壱
は
、
政
男
反
戦
に

結
集
し
よ
う
／

　
　
一
九
七
〇
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
松
柏
伺
哨
（
雨
拘
在
怨

る
良
明
勾
留
は
、
刑
が
確
定
せ
ぬ
ま
ま

実
質
、
実
刑
罰
と
回
ん
ら
変
わ
る
こ
と

な
く
、
被
告
に
対
ず
る
罪
人
ｗ
い
は
不

当
で
あ
り
、
そ
○
転
向
を
強
い
る
も
○

で
あ
る
。

　
私
巡
政
労
協
に
結
集
す
る
三
万
名
組

合
員
は
、
か
か
る
口
実
に
よ
る
長
期
勾

留
を
即
刻
収
り
消
し
、
た
だ
ち
に
釈
放

す
る
．
挙
を
第
二
十
三
回
臨
埓
大
会
○
決

議
を
も
っ
て
彊
く
要
求
す
る
。

　
一
九
七
〇
年
三
月
二
日

　
　
放
労
協
第
二
十
三
回
臨
防
火
公

　
東
京
地
方
裁
判
所
御
中
　
　
．

一
十
六
日

一
n

れ
で｝

同

上
塑

背
懇

し
立
一

月
苧

資
本
一

才
を

さ
れ
、

回
目
、

を
ｋ

こ
９

に
鰍

勁
（
ヴ

た
沿

守
り
、

強
か
・恥］討I頻

成　あて要中＜

さこる組読○の

ふl/』へ　６八七t..rll.

日
の
ー
、且

同
時
ｙ

支
配
｛

い
う
ー

て
た
ｆ

捉
｛

容
で
心

に
、
四

宮
２

　
　
獄
中
の
松
拐

　
　
団
長
か
ら

　
（
前
略
）
・
・
汝
の
励
が
日
収
ツ
涙

に
、
総
評
に
お
け
る
拉
説
を
代
去
し
て

い
る
今
日
、
し
か
も
、
日
七
八
〇
激
し
い

抵
抗
企
十
・
二
ー
以
降
○
詞
い
で
は
ね

か
几
レ
、
杜
氏
と
○
六
指
な
竺
倣
辿

の
仏
訳
、
小
ご
い
と
ｕ
い
ぺ
三
万
拍

を
興
す
溺
議
会
の
設
岫
服
閲
た
る
″
大

会
″
で
決
‐
｛
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

絞
尚
的
意
戊
が
あ
り
ま
丁
∴
申
略
）

　
被
告
団
は
、
望
外
に
お
け
る
回
い
と

呼
回
し
、
十
一
月
決
戦
へ
の
階
級
的
司

●●●●●●● ●●●● ･
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十
・
二
ー
及
び
十
二
・
一

四
被
告
の
釈
放
淡
水

　
日
べ
庄
司
公
団
労
組
節
水
三
谷
と
て
西
ｏ
。
常
設
副
に
づ
几
で
も
司
行
已

酉
都
高
圃
道
路
労
組
松
橋
朔
隠
君
、
山
で
忿
錫
し
て
何
か
証
拠
一
哉
か
。
又
仮

山
宏
樹
お
は
十
月
二
十
一
日
以
降
、
ま
ら
は
自
ら
行
っ
た
行
為
の
正
当
性
を
鼠

ぢ
目
鰯
尚
庖
道
路
労
組
吉
田
隆
君
は
十
利
所
で
証
測
し
て
や
る
と
言
っ
て
い
る

二
月
十
回
目
以
降
い
ま
だ
に
獄
中
包
昌
の
に
何
か
逃
亡
か
。
ま
し
て
や
寮
や
Ｕ

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
場
に
ま
で
捜
査
を
や
っ
て
い
る
の
に
何

　
宍
君
ら
○
勾
留
死
出
は
″
証
拠
口
試
が
庄
田
不
定
か
。
ま
っ
た
く
不
可
解
な

○
お
そ
れ
あ
り
″
″
逃
亡
の
お
そ
れ
あ
勾
留
理
由
で
あ
る
。

り
″
″
住
所
が
不
定
乃
あ
る
″
の
三
点
　
こ
○
よ
う
な
デ
ク
ラ
メ
な
川
田
に
よ

　
　
【
関
西
支
社
一
〇
弓
同
り
ｏ
よ
う
に

十
三
日
、
神
戸
畑
銃
は
、
昨
年
四
・
二

八
郎
屑
デ
し
で
坦
梱
、
起
訴
さ
れ
、
句

務
兄
○
二
休
心
畷
で
謔
浅
見
喊
○
汽
水

を
受
け
て
い
な
削
副
哭
文
氏
の
庖
処
分

申
請
に
対
し
、
「
″
事
件
″
は
社
外
○

行
為
で
あ
り
、
末
端
従
業
祠
○
一
人
が

起
訴
さ
れ
た
だ
け
で
は
会
社
○
私
語
を

・
溺
つ
け
な
と
は
い
え
な
い
」
と
炭
取
と

給
料
の
支
払
い
を
会
社
側
に
詣
じ
た
。

前
原
氏
は
こ
○
浅
司
四
争
り
勝
利
を
、
以

器
に
た
だ
ち
に
就
労
日
争
を
続
行
し

た
。

　
三
月
士
ハ
目
個
、
前
瞑
ｍ
の
就
労
闘 前

原
氏
、
職
場
。
よ
と
合
流
へ

争
に
勝
利
し
た
こ
と
を
Ｍ
詐
辻
勺
習
「
湖
心
匹
詐
け
勁
で
あ
り
、
即
成

争
を
断
固
闘
い
抱
い
て
い
く
と
い
う
上
士
］
詣
し
て
大
川
届
を
国
し
て
い
る
カ

ラ
人
れ
く
守
柏
諾
力
闘
○
妁
方
士
ヤ
で
無
縦
穴
出
土
は
い
淀
な
い
」
と
い
う

砕
し
、
頁
敵
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
前
副
長
が
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
ビ
ラ
ま
き
を
終
え
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン

を
つ
け
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
も
っ
て
上

掲
内
に
入
る
う
と
し
た
時
に
、
十
散
人

の
分
列
暴
力
団
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
と
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
を
と
り
さ
る
暴
挙
に
田
て
き

た
。
し
か
し
、
Ｗ
本
り
動
揺
が
削
節
に

示
し
て
い
る
よ
う
に
、
前
原
．
心
○
工
励

内
立
ち
入
り
、
就
労
を
囮
七
万
ざ
な
か

っ
た
。

　
ｓ
ｊ
Ｊ
Ｆ
ｉ
ｌ
ａ
４
ｉ
ｌ
ー
ｊ
！
１
ｆ
ｌ
ー
ー
ー
Ｊ
・
ｒ
ｉ
ー
ー
ｉ
Ｊ
／
Ｘ

辿
誠
刊
聯
恰
ち
完
言
心
拒
占
し
て
い

る
も
い
で
白
旭
　
　
　
　
　
゛

　
そ
し
兄
、
剔
出
は
『
門
口
氏
に
ワ
イ
ロ

と
ち
い
え
る
逼
織
牛
岫
料
合
計
回
一
十

ム
万
の
小
円
ド
を
に
回
ら
せ
よ
う
と
し

こ
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
Ｍ
り
き
っ
た
偕
田
平
識
者
に
対
し

て
、
″
旭
乙
バ
県
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
仝
で
Ｏ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
凶
を
無
視

し
、
い
っ
Ｊ
い
○
問
題
を
口
頭
、
暴
力

的
に
田
殺
し
て
く
る
三
受
資
本
に
対
し

１

］

ゝ

ピ
ケ
突
破
し
、
就
労
闘
争
貫
徹

港
ヱ
を
辿
レ
て
ー
言
言
言
に
抗
議
し
た

が
、
「
駒
寇
駝
に
は
と
り
・
び
け
な
い
」

と
い
な
・
Ｕ
り
縫
け
て
い
る
。
ま
さ
に
腿

り
き
っ
た
三
元
緊
バ
は
、
前
脳
氏
に
二

心
一
昨
咄
を
か
け
て
獄
心
○
で
ム
る
。

　
そ
し
て
、
ｊ
祁
神
．
ド
他
誠
心
刊
吋
に

哨
し
て
は
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
て
お

き
な
が
ら
、
資
本
○
脱
り
き
宍
槌

カ
的
刈
ら
に
木
賃
八
八
○
よ
う
に
、

右
翼
御
目
組
合
は
、
認
容
と
蛸
託
し
、

白
雨
氏
○
組
合
回
柚
を
暴
力
的
に
こ
り

さ
る
と
い
う
暴
挙
に
出
て
き
た
。
，
し
か

し
、
十
七
日
則
○
継
続
し
た
就
労
闘
争

べ
浅
口
冷
冷
汗
賜
ゴ

－ -

　
は
じ
め
に

　
四
・
ニ
ハ
沖
縄
奪
還
大
闘
争
○
兄
図

に
立
ち
、
労
脂
者
○
本
格
的
な
武
装
闘

争
を
闘
い
ぬ
い
た
三
交
電
倣
伊
丹
通
信

機
裂
仁
所
の
前
原
英
文
氏
は
、
国
家
権

力
に
よ
っ
て
不
当
滋
拙
さ
れ

’
4
r
’
1
4
s
r
z
～
&
s
n
g
1
4
1
r
l
k
l
n

Ｅ

－
啓

ａ

４

り

り
回
る
う
と
し
て
い
る
。
資
本
・
国
家

作
刀
は
前
原
氏
○
就
労
を
暴
力
的
に
阻

止
す
る
ば
か
り
か
、
ビ
ラ
ま
き
ま
で
翁

心
的
に
阻
止
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
回
削
氏
を
兄
順
に
最
良
ま
で
迫

バ
リ
ケ
ー
ド
を
粉
砕
し
、
突
破
す
る
圖

争
を
追
求
し
た
。

　
前
眠
氏
○
就
労
闘
争
が
、
資
本
・
国

家
権
力
と
○
真
向
う
か
ら
の
対
決
で
あ

る
以
上
、
腐
っ
た
安
座
や
、
闘
争
放
棄

老
は
決
し
て
・
容
認
す
る
こ
と
は
な
い
だ

う
っ
。
頌
じ
く
二
月
二
十
八
日
、
Ξ

月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
全
国
反
戦
労
働

者
討
論
集
会
の
圧
倒
的
質
を
、
関
西
に

お
け
る
松
下
斌
函
、
三
菱
電
機
の
闘
争

の
申
に
大
胆
に
も
ち
こ
み
、
電
機
の
闘

争
に
必
ず
や
勝
利
し
、
四
玉
ハ
川
沖
繩

安
保
決
戦
○
鋭
先
頭
に
宣
っ
て
闘
う
で

あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
七
〇
年
安
保
春
闘
を
三
菱

這
機
の
就
労
闘
争
、
松
下
這
吠
の
反
戦

バ
ー
ジ
討
砕
闘
争
と
い
う
二
甲
軸
を
も

っ
て
勝
利
す
る
で
白
つ
つ
。
　

三
菱
独
占
播
が
す
前
原
氏
の
閥
い

四
・
二
八
か
ら
裁
判
勝
利
ま
で

　
た
だ
ち
に
始
ま
っ
た
「
守
る
会
」
○

闘
い
は
、
洸
日
り
ビ
ラ
入
れ
、
カ
ン
パ

后
勁
に
よ
っ
て
仰
問
の
支
援
を
組
織
し

つ
つ
、
七
月
末
に
「
解
雇
は
政
治
胎
動

の
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
仮
処
分
甲
詞
を
神
戸
趙

出
し
、
三
月
十
三
日
、
「
肺
臓
無

５
１
４
Ｊ
４
ｒ
ｇ
｀
Ｅ
￥
３
４
！
ｊ
ｉ
Ｃ
レ
Ｍ
Ｉ
！
１
６
ｒ
″
ｊ
｛
″

産
業
で
冒
い
ぬ
か
れ
て
い
る
反
戦
派
パ

ー
ジ
粉
砕
０
闘
い
の
新
た
な
辿
平
を
ひ

ら
く
も
○
で
あ
る
。

三
菱
独
占
は
前
原

氏
を
懲
免
し
た

四
・
ニ
ハ
沖
繩
奪
逗
大
凶
争
で
河
原

１

ら
な
い
父
親
を
飛
行
嫡
で
無
埋
や
り
巡

れ
て
き
て
、
再
度
、
自
よ
退
職
を
せ
ま

っ
た
が
、
断
固
と
し
て
圖
う
前
原
氏
○

拒
否
に
会
い
、
本
人
が
己
服
し
な
い
と

知
る
や
権
力
と
｝
体
と
４
っ
た
大
弾
圧

　
竺
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独
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資
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// 問
題
で
あ
る
よ
り
は
政
治
の
問
題
で
あ

菊
－
‐
ー
に
委
員
会
は
追
い
つ
け
て
も
一

般
学
⇔
一
員
は
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
。

こ
０
辺
に
ま
ず
問
題
が
あ
る
。
も
っ
と

も
保
安
処
分
は
新
し
い
課
題
で
は
な
く

刑
法
学
会
は
昭
和
三
十
二
年
保
安
処
分

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
行
っ
て

は
い
る
が
、
精
神
神
経
学
公
に
は
、
保

貿
処
分
に
限
っ
て
、
疑
問
点
を
残
し
た

ま
ま
意
見
書
提
出
を
急
い
で
は
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
。
　
　
　
ヽ
’

　
保
管
処
分
は
「
精
神
科
医
が
宅
交
な

役
割
を
演
ず
る
も
の
」
と
い
う
脱
胎
は

誤
解
を
生
み
易
い
。
保
安
処
分
で
あ
れ

何
で
あ
れ
刑
法
の
運
用
に
医
者
が
権
限

と
責
任
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
も
立
法
段
階
で
は
医
学
的
根
拠
な

る
も
０
が
政
治
的
矛
盾
の
謳
れ
み
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
法
律
家
に
は

保
安
処
分
Ｏ
「
医
学
的
根
拠
」
が
相
当

故関□進氏

る
べ
き
で
は
な
い
。

　
｀
今
や
祷
神
将
医
は
、
一
万
で
疑
神
医

学
に
お
け
る
悲
観
主
心
や
市
民
の
精
神

病
宿
命
論
と
冒
い
な
が
ら
、
他
方
で
は

自
然
科
学
へ
の
信
仰
と
脳
ひ
つ
い
た
秘

神
医
学
万
能
論
を
目
ら
否
疋
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
破
目
に
陥
っ
て
い
る
。

　
二
、
精
神
医
班

　
と
刑
法
改
正

　
刑
法
改
止
事
業
が
再
開
さ
れ
た
昭
和

三
十
一
年
ぃ
】
時
、
精
神
障
害
冠
は
ま
だ

置
き
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
即
ち
一
日
】

り
○
入
院
患
．
Ｊ
数
は
全
国
で
五
万
人
丿

鍵
廬
入
院
忠
岫
数
は
七
千
人
ｉ
、
国
庫

負
担
は
噛
か
四
億
円
だ
っ
た
の
で
必

I
J
9

保安処分とは何

　　どんな問題jl

る
。
そ
○
侵
昭
和
三
十
六
年
に
準
一
草
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
今
鋭
の
別
伝
改

案
が
発
表
さ
れ
、
刑
法
改
正
準
蛸
が
辿

め
ら
れ
た
が
、
精
神
医
療
は
、
昭
和
三

十
九
年
Ｗ
・
祭
庁
○
精
神
衛
正
広
改
�
の

申
し
入
れ
、
四
十
一
年
同
旨
改
正
と
、

放
置
か
ら
治
安
強
化
へ
○
方
向
を
た
ど

り
、
保
女
処
分
が
具
体
的
日
程
に
よ
る

に
及
ん
で
保
女
立
心
的
色
彩
す
ら
お
び

は
し
め
た
。
こ
Ｏ
Ｕ
次
○
如
き
同
起
点

が
指
摘
さ
れ
得
る
。

　
　
（
イ
）
昭
和
三
十
四
年
ひ
回
一
十
八

年
に
か
け
て
籾
押
柄
生
鼠
に
よ
る
蜃
以

昭
和
十
年
二
月
十
五
日
東
京
に
生
ま
れ
、
小
学
校
、
中
学
が

　
　
校
、
高
等
学
校
は
い
ず
れ
も
東
京
。

三
十
年
四
月
一
日
埼
玉
大
学
文
学
謳
入
学
。

μ
Ξ
十
一
年
四
月
一
日
金
沢
大
学
医
学
部
恕
涵
稲
に

　
　
転
入
学
。
．

μ
三
十
二
年
四
月
一
日
京
都
大
学
医
営
雪
印
課
程
に

　
　
入
学
。
生
活
協
同
組
合
運
動
に
参
加
。

μ
三
十
四
年
四
月
一
日
京
都
大
学
医
学
科
悲
学
。
生
協
一

　
　
活
動
の
中
心
を
担
い
理
事
に
就
任
。
三
十
五
年
に
か
け

て
安
保
闘
争
に
参
加
。

三
十
五
年
医
学
部
自
治

委
員
医
学
池
后
動
に
参
加

万
三
宝
八
年
医
学
部
自
治
公
明
″
一
長
、
医
学
泌
中
杭
。

μ
Ξ
十
八
年
三
月
二
十
五
日
京
部
大
学
医
学
部
卒
業
。

μ
竺
十
九
年
四
月
十
日
医
帥
国
家
試
一
合
栖
。
京
部
大
μ

　
　
学
医
学
部
精
神
科
人
面
。
精
想
『
理
学
専
攻
を
志
す
。

　
　
又
、
他
方
で
は
、
人
権
的
観
心
か
ら
精
神
医
原
○
実
泊
μ

　
　
を
批
判
し
、
医
Ｍ
と
司
法
、
行
政
と
○
関
巡
に
関
心
七

　
　
示
す
。

万
万
一
十
九
年
八
月
二
十
八
日
四
日
．
凧
印
日
永
則
心
に
辿

　
　
務
。
「
反
封
建
」
闘
争
を
行
な
い
労
組
・
妬
辰
を
陛
ひ
か

　
ｓ
け
る
。

正
運
動
が
統
計
よ
０
操
作
に
及
ぶ
こ
と

も
あ
り
柳
る
と
思
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
　
（
ロ
）
四
十
年
度
精
神
衛
生
対
策
以

百
六
十
五
億
〇
内
、
措
置
入
院
鰐
助
金

が
九
五
妙
を
占
め
一
ふ
来
○
精
神
衛
生
対

策
誠
は
一
座
に
も
詞
だ
な
い
。
ま
た
昭

和
三
十
年
か
ら
四
十
年
の
十
年
い
に
一

日
平
均
鉛
履
入
院
患
治
政
は
六
万
五
口

入
か
や
八
万
人
へ
と
十
釧
近
く
な
り
、

べ
。
叶
数
増
加
率
（
三
・
八
）
を
宍
巾

四
十
年
四
月
退
職
、
同
五
月
兵
庫
県
立
哨
心
元
隋
殖

に
勧
が
。
揚
誰
人
玩
の
実
ｗ
を
は
け
し
く
Ｕ
究
。
入
ｋ

定
床
基
貼
白
改
め
さ
せ
る
。

四
十
一
半
十
一
月
八
日
安
子
］
ハ
人
と
栢
妬
。

四
十
万
十
一
月
保
安
処
分
に
ｋ
す
．
’
大
安
机
誦

（
別
掲
吋
も
○
）

//’//μ
四
十
四
年
四
月
二
十
七
日
長
子
ｄ
介
君
誕
生
。

μ
四
十
四
年
五
月
十
九
日
～
二
十
一
日
日
本
極
神
々
経

　
　
学
安
に
お
い
て
全
国
精
神
科
医
共
闘
三
綱
と
し
て
賦

闘
的
に
闘
う
。
学
会
を
告

改
関
口
進
医
師
の
略
歴
　
　
剽
副
文
沓
ぞ

が
四
十
四
年
十
二
月
二
十
二

日
急
ぷ
。
苔
昆
晦
は
初
氷
県
如
意
軸
労
、
京
都
市
仁

司
守
に
分
骨
納
骨
。

四
十
四
年
十
二
八
二
Ｔ
六
日
官
舎
に
お
い
て
一
儀
挙

行
。
　
　
　
　
　
　
　
｀

四
十
五
裕
二
川
一
ロ
　
ハ
火
．
言
ぶ
精
神
科
講
堂
に
お

い
て
、
関
口
説
追
悼
築
ぶ
世
話
ハ
半
駝
の
も
と
に
、
京

大
Ｍ
々
�
、
マ
ル
栄
司
中
核
陽
示
大
支
部
、
京
大
無
給

医
公
、
咎
大
学
り
祠
押
柄
．
‐
心
共
一
丿
議
な
ど
二
白
名
り

出
席
○
も
と
に
追
悼
悠
こ
が
盛
大
に
も
た
れ
た
。

- - － ヽ

別表　刑法犯検挙人員中の精神障害者

年度 Ｅ郭者総数 精神障害者数 弥

３４ 557,073 6,143 １．１

３６ J81,314 丁8,413 1.4

３８ 606,649 /　　4,275 ０．７

･゛’．ｙｒく’．

□関

担
で
あ
っ
て
保
安
処
分
で
は
な
い
。
裁

判
所
の
決
定
す
る
保
安
処
分
と
涙
な
り

措
直
入
睨
○
場
合
、
権
力
○
竺
意
志

を
精
神
障
害
ゼ
に
及
ぼ
す
に
は
限
度
か

お
る
。
こ
○
こ
と
が
こ
う
し
た
批
判
○

真
○
辿
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
般
に
刑
法
や
刑
事
政
策
に
は
、

　
「
鯛
｛
主
徊
の
全
般
的
危
似
に
根
ざ
す

体
制
的
不
涙
が
あ
り
、
一
方
に
お
け
る

強
権
的
抑
圧
と
註
ん
で
、
保
一
指
的
観

尚
か
ら
○
治
安
対
策
、
市
訟
生
活
の
保

護
を
目
称
す
る
Ｗ
祭
．
征
の
拡
大
、
市
民

○
印
可
毎
回
へ
○
介
入
が
見
ら
れ
る
」

精
神
障
害
遜
対
策
○
分
野
は
こ
う
し
た

強
権
的
側
聞
と
保
厩
谷
的
側
回
の
自
己

矛
盾
を
も
っ
と
・
』
カ
単
純
な
形
で
さ
ら
け

だ
す
。
精
神
術
生
法
改
悪
に
続
い
て
、
今
や
司
法

警
察
権
力

が
公
然
と

の
り
出
し

、
福
祉
国

家
的
仮
面

を
も
か
な

ぐ
り
捨
て

る
に
至
っ

た
。
福
祉

国
家
と
管

察
国
家
は

い
わ
ぱ
現

代
国
家
○

事
業
開
始
。

　
昭
和
六
年
－
仮
案
妬
則
一
公
辰
。

　
昭
和
十
五
年
－
同
各
則
公
表
。
そ

の
税
改
正
．
￥
業
は
戦
争
、
敗
戦
に
よ
り

中
断
。

　
昭
和
三
十
一
年
ｉ
‐
法
務
省
刑
事
局

は
仮
案
を
遍
礎
と
し
て
胴
心
改
正
一
糸
業

を
再
開
。

　
昭
和
三
十
六
年
１
－
鴎
‐
蛸
草
案
公

表
。

　
昭
和
三
十
八
平
１
ー
政
府
、
阻
制
審

議
会
に
刑
法
改
正
の
要
否
を
一
問
。
同

審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
が
発
足
。
同

部
会
は
五
つ
○
小
委
員
会
を
設
け
保
安

処
分
は
第
三
小
委
員
会
が
分
担
。
現
在

な
お
審
議
中
。

　
四
、
保
安
処
分
、

　
の
種
類
と
対
象

　
以
下
に
述
べ
る
各
処
分
の
内
、
準
備

草
案
は
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
、
学
会
意
見

書
第
二
次
案
は
（
Ａ
）
（
Ｕ
）
（
Ｃ
）

公
案
は
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
（
Ｃ
）
（
Ｄ
）

学
公
意
見
書
記
一
次
実
は
（
Ａ
ズ
Ｂ
）

　
（
Ｃ
）
（
Ｄ
）
（
Ｅ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
説

定
ま
た
は
王
張
、
即
ち
こ
○
頃
序
で
対

象
を
拡
大
し
て
い
る
。
な
お
（
Ａ
）

　
（
Ｂ
）
は
準
涌
草
荼
り
岫
合
の
脱
出
で

あ
る
が
、
仮
案
○
説
定
も
ば
ぽ
同
様
で

あ
る
。

　
（
Ａ
）
治
療
処
分
‐
－
禁
固
以
上
○

別
に
あ
た
る
行
為
を
し
た
精
神
障
害
者

が
精
神
障
害
の
故
に
無
罪
又
は
減
刑
さ

れ
た
勘
合
、
別
に
代
え
て
又
は
刑
執
行

税
（
豆
○
条
）
、
保
安
洒
脱
に
収
容

治
療
及
び
看
碑
心
必
要
な
処
置
を
行
な

う
（
一
一
一
条
）
。
期
閣
は
ま
ず
五
年

そ
の
後
三
年
ご
と
に
何
回
で
も
更
新
で

き
る
（
一
一
二
条
）
。
従
っ
て
結
果
的

に
無
期
は
あ
り
得
る
。
処
分
と
一
更
新
は

裁
判
所
が
決
定
、
審
査
、
仮
退
所
、
保

護
観
察
を
行
う
行
政
官
庁
（
一
で
ー
・

一
一
四
条
）
○
伺
た
る
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
。

　
（
Ｂ
）
禁
断
処
分
Ｉ
期
図
は
一
年

更
新
は
一
回
に
限
る
、
即
ら
池
原
処
分

と
は
異
り
、
最
高
二
年
圖
。

に
対
す
る
保
安
処
分
」
と
は
西
ド
イ
ツ

刑
以
の
保
安
抱
懐
に
範
を
と
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
岫
合
、
二
回
以
上

の
有
罪
判
決
（
但
し
軽
懲
役
六
ケ
月
以

上
○
刑
）
又
は
三
回
以
上
り
有
罪
判
決

　
（
刑
○
軽
重
不
同
但
し
忌
火
犯
は
除

く
）
を
過
去
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
、

危
険
な
常
Ｍ
犯
人
０
い
わ
ぱ
資
格
で
あ

る
。
責
任
旭
力
や
治
療
と
は
囮
係
な
く

刑
終
了
後
に
保
安
拘
馴
を
鼠
倣
さ
れ
る

仮
窯
に
は
「
改
悛
セ
シ
ム
ル
為
必
屁
ナ

処
置
」
と
あ
る
。
治
安
維
持
法
に
も
予

防
処
分
が
あ
っ
た
が
、
期
間
は
二
年
で

何
回
で
も
更
新
で
き
た
か
ら
事
実
上
不

定
嗣
乃
至
は
無
明
で
あ
っ
た
。

　
　
（
Ｄ
）
労
作
処
分
－
労
働
嫌
一
価

を
・
強
制
労
叫
氾
設
へ
収
容
。

　
　
（
Ｅ
）
去
幼
－
優
生
保
叫
以
○
規

定
は
「
生
殖
瞳
を
除
去
す
る
こ
と
な
し

に
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
」
で
あ
っ

て
去
勢
は
蔡
し
ら
れ
て
い
る
。

　
五
、
保
安
処
分

　
の
本
質

　
保
女
処
分
は
精
神
医
療
○
特
殊
な
形

態
で
は
な
く
、
い
ね
ば
刑
罰
の
現
代
的

形
扇
で
あ
る
。
賛
成
酒
は
保
安
処
分
は

倍
加
的
無
色
、
犯
人
○
改
蓉
教
育
を
本

質
と
ず
る
合
目
的
的
な
る
も
○
と
い
い

責
任
に
は
刑
副
、
危
険
性
に
は
保
安
処

分
（
二
元
主
＝
Ｊ
）
を
主
張
、
あ
る
い
は

刑
罰
も
保
安
処
分
も
共
に
合
目
的
的

　
（
一
元
主
．
心
）
と
主
張
す
る
。
反
対
者

は
保
安
処
分
な
る
レ
ッ
テ
ル
の
下
に
、

実
は
よ
り
苛
酷
な
刑
罰
を
執
行
す
る
と

批
判
す
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
（
イ
）
概
念
規
定
上

刑
罰
と
保
安
処
分
は
明
確
に
区
別
（
ロ
）

実
定
法
上
は
埋
念
的
に
ー
元
半
べ
で
あ

る
と
二
元
実
戦
で
あ
る
と
に
係
わ
ら
ず

刑
罰
と
保
女
処
分
の
内
容
は
固
定
、

（
ハ
）
保
安
処
分
○
実
態
は
刑
罰
と
同

し
あ
る
い
は
刑
罰
以
上
に
苛
酷
で
あ
る

が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
（
イ
）
趨
念
的

に
刑
罰
概
念
と
保
安
処
分
縦
念
は
区
分

け
さ
れ
な
い
、
（
ロ
）
実
定
法
上
も
以

者
に
明
確
な
区
別
は
な
い
、
（
ハ
）
し

称
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
英
独
○
比
較
に
成
ら
ず
、
英
米
や
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
で
は
保
安
処
分
が
特
別
の
意

味
を
持
た
ず
、
精
神
に
療
○
辿
ん
だ
国

で
は
、
保
安
処
分
に
相
当
す
る
副
度
は

必
っ
て
も
そ
り
咄
論
的
必
安
住
が
云
々

さ
れ
な
い
事
実
は
注
目
に
艇
す
る
。
わ

が
国
○
旨
学
祠
や
学
公
意
見
醤
案
に
、

決
定
的
影
響
を
与
え
て
い
る
ド
イ
ツ
刑

旨
学
掃
は
多
年
保
安
処
分
論
争
に
明
け

醤
れ
て
い
る
が
、
刑
罰
と
保
安
処
分
が

違
う
か
述
わ
な
い
か
を
一
番
よ
く
知
っ

て
い
る
・
の
は
多
分
犯
人
で
あ
る
。
私
は

保
安
処
分
○
屁
論
的
根
拠
を
㈲
う
こ
と

が
無
意
味
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
観

念
的
埋
論
と
劣
悪
な
岫
設
の
保
安
処
分

よ
り
は
、
優
れ
た
医
療
刑
務
所
○
方
が

犯
人
０
教
育
改
善
に
役
立
つ
こ
と
も
胴

ら
か
で
あ
る
。
現
秀
り
政
治
過
程
○
な

か
で
、
も
っ
ぱ
ら
国
家
の
刑
罰
権
拡
大

を
岫
果
す
る
坦
論
な
ら
、
そ
れ
自
侭
と

一
は
犯
罪
り
誠
則
的
原
因
を
処
坦
す
る
飽

力
を
火
い
、
社
公
秩
序
○
全
般
的
危
如

に
ー
・
隠
面
す
れ
ば
す
る
程
刑
削
的
手
段
が

前
一
回
に
登
場
し
、
国
家
則
刑
罰
権
○
拡

大
叫
化
か
可
ひ
刑
砥
規
範
の
受
詣
制
を

・
弱
め
る
と
い
う
一
匹
路
」
へ
と
ふ
み
込
ん

で
い
る
が
、
こ
れ
は
犯
罪
の
原
因
を
も

っ
ば
ら
個
人
的
則
圓
に
お
い
て
追
求
す

る
こ
と
○
岫
束
で
も
あ
り
Ｍ
因
で
も
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
は
犯
罪
生

物
学
を
生
み
、
刑
削
の
合
理
化
ｉ
能

率
的
で
安
上
り
○
刑
罰
を
要
求
す
る
。

こ
こ
に
こ
そ
大
童
処
’
坦
の
刑
副
法
規
た

る
保
安
処
分
り
一
ふ
頁
が
あ
る
。
保
安
処

を
中
世
刑
副
以
規
か
ら
区
別
す
る
も
り

は
、
犯
罪
酒
類
型
を
凶
器
と
し
た
近
代

的
大
這
処
’
攻
能
力
で
あ
り
、
共
．
油
心
は

一
般
誠
則
○
か
げ
で
、
個
々
○
事
例
の

客
観
的
認
識
を
放
痢
す
る
心
Ｇ
牛
い
で

あ
る
。

　
治
政
処
分
で
め
れ
保
涙
拘
禁
で
必

瀧
変
量
蒙
塵

天
田
山
紀
夫
（
造
船
労
働
五

　
図
賜
皐
膀
四
］
公
に
昭
染
す
る
同

言
語
君
／

　
私
は
九
日
、
勾
留
づ
田
帽
示
公
司

に
お
い
て
、
獄
外
り
同
志
一
丿
君
と
ー
｛
ハ

に
、
十
一
月
決
以
に
刈
？
芯
而
級
的

復
智
で
あ
る
斑
副
勾
留
に
対
し
て
、

東
京
辿
畝
に
わ
れ
わ
れ
○
恒
怒
を
叩

き
つ
け
た
。

　
最
初
に
人
定
尋
同
を
行
な
っ
た
政

判
官
に
対
し
て
、
私
が
十
一
月
決
嘔

を
嗣
っ
た
反
戦
派
労
扁
書
と
し
て
当

然
○
こ
と
と
し
て
私
０
９
雲
「
示

命
家
」
と
谷
え
た
。
同
志
諸
君
の
討
一

励
と
企
図
Ｏ
「
異
議
ナ
シ
／
」
○
声

が
法
廷
に
尭
詞
し
た
。
こ
れ
に
恐
如

し
た
裁
判
官
は
、
「
涙
議
ナ
シ
／
」

で
二
回
共
に
圖
う
こ
と
仮
説
副
し
た

女
子
反
戦
眠
労
副
書
に
対
し
て
即
座

に
錨
地
命
令
を
発
し
、
廷
受
か
禎
動

隊
な
’
以
○
諧
圧
で
も
っ
て
ら
浪
レ
、

法
廷
外
に
厄
れ
出
し
た
。
そ
も
そ
も

公
判
○
同
廷
に
元
立
．
・
り
、
裁
判
回
り

- 一 一

泌
超
一
Ｃ

係
り
）
ぶ

た
。
検
懇

　
印
判
阿

良
一
が
不
づ

放
す
る
囲

六
士
条
言

あ
げ
つ
ら
Ｅ

　
日
志
叫

て
妬
心
Ｓ

　
「
被
白
人
ハ

役
割
が
不
い

頭
脳
○
み
が
極
度
に
親
乱
し
た
中
で
に
は
づ
貧

不
当
な
訴
訟
糾
弾
権
○
乱
用
で
も
ヲ
に
、
こ
埓

で
以
か
く
と
弾
圧
、
予
断
と
恟
見
に
国
家
極
力
｛

満
ち
謁
ち
た
開
示
公
廷
と
し
て
出
発
名
○
労
惣

し
た
の
で
あ
っ
た
。
ｉ
　
　
　
　
ン
｀
る
苦
悩
害

　
そ
し
て
、
裁
判
官
は
私
○
勾
留
埋
示
し
て
い
｀

由
と
し
て
、
①
騒
動
隊
細
の
現
認
報
　
ま
た
、
‘
’

告
書
の
棒
読
み
、
②
つ
な
ぎ
に
検
Ｍ
、
自
白
、
｀

官
よ
り
不
当
に
公
訴
さ
れ
た
起
訴
収
り
、
裁
彗

の
代
読
、
・
Ｓ
二
月
に
統
一
し
て
行
な
断
な
砥
嬰

わ
れ
た
保
釈
請
求
醤
に
対
す
る
却
下
言
辞
を
包

の
甲
し
咬
し
、
④
最
後
に
、
「
痢
4
4
と
で
必
る
。

件
は
、
極
め
て
悪
質
組
以
的
行
為
で
新
し
い
時
″

あ
り
、
ま
た
事
犯
が
板
短
で
あ
り
、
闘
い
で
あ
’

被
告
人
○
当
日
○
所
持
品
（
角
材
、
公
々
然
と
大

患
）
、
及
び
行
動
に
お
け
る
地
位
、
さ
れ
た
私
べ

ｋ
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